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フォーラム 2024，芸術科学会，2024年 3月 5日． 

 

[15] 長井智哉，床井浩平，フォトグラメトリによるアニメ風 3D モデルの生成手法，映像表現・芸術科

学フォーラム 2024，芸術科学会，2024年 3月 5日． 

 

[16] 今中新平，中嶋秀朗，複数台の移動ロボットを使用した害獣探索のための巡回経路生成，日本機械

学会関西支部第 99期定時総会講演会，日本機械学会，2024年 3月 15日． 

 

[17] 李宜昕，中嶋秀朗，ミリ波レーダーによる野生動物追い払いロボット群制御農地守りシステム，日

本機械学会関西支部第 99期定時総会講演会，日本機械学会，2024年 3月 15日． 

 


